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1
今後の方針（判定結果）

　　該当する全ての評価項目において判定が○のため、目標を達成した。
　　今後も新たな整備計画を作成し、事業を進めて行く。

事業効果の発現状況
定量的指標（面積・延長等）を達成でき
たか

全ての項目において、達成さ
れた

成果目標の実現状況
定量的指標を達成し、目標が達成でき
たか

１．生産性の向上及び災害の
未然防止を図れた

２．公共下水等と調整し効率
的な整備を行い、整備が完
了した農業集落排水施設に
ついて適時・適切な補修・更
新を促進した

評価項目 評価基準 評価内容

交付対象事業の進捗 全体事業費の支出状況 適切に執行された

農山漁村地域整備計画　　実績評価調書

実
績
評
価
の
概
要

埼玉県農村整備計画
埼玉県

さいたま市、川越市、熊谷市、行田市、秩父市、加須市、本庄市、東松山市、春日部
市、羽生市、鴻巣市、深谷市、越谷市、久喜市、蓮田市、草加市、八潮市、三郷市、
幸手市、吉川市、白岡市、伊奈町、毛呂山町、越生町、滑川町、小川町、川島町、吉
見町、鳩山町、小鹿野町、美里町、上里町、寄居町、杉戸町、松伏町、宮代町

平成２８年度～令和２年度

　１　農業生産を支える基盤の整備
　　 ・ほ場や農業水利施設等の農業生産基盤の整備や農業用施設の長寿命化、
　    耐震化等を進め、生産性向上と災害の未然防止を図った。
　
　２　農山村における快適な暮らしの創出
　　 ・農業集落排水施設について、公共下水道や合併浄化槽の整備と調整して
　    効率的な整備を促進した。
　　 ・既に整備が完了した農業集落排水施設について、適時適切な補修・更新を
　    促進した。

定量的指標の成果

上段：計画
下段：実績

　１　農業生産を支える基盤の整備
　（１）生産基盤の整備
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　（30）
　　・区画整理や暗渠排水の整備等を行うことで、36haの生産性の高い農地を確保
　    した。
 　                                           　         （380）
　　・農業水利施設の改修等を行うことで、383haの優良農地を確保した。
 
　（２）基幹的な農業用施設の機能保全等に資する対策の実施

　　・老朽化した農業水利施設の点検診断及び補修を行うことで、安定的な農業用水
　　　　　　　　　　　　　　　　　　                          　　　（5,300）
　　　の供給や適切な排水等の施設の機能を保全し、5,350haの優良農地を維持
　　　した。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　 　　 （ 〃 ）
　　　また、新たに機能保全に資するため３地区において計画の策定を行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　　（4,800）
　　・農道の保全対策等を行うことで、農地4,865haの通作及び集出荷条件の改善を
　　　図った。

　２　農山村における快適な暮らしの創出
　　　　　　　　　　　　　 　　（ 〃 ）
　　・農業集落排水事業を14地区で実施し、快適な農山村をつくった。
　　　　　　（ 〃 ）
　　　また、22地区において計画の策定を行った。

水利施設整備事業、農地整備事業、農地防災事業、農村整備事業

(　　　　〃　　　　)
9,092,403千円


